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檜原村郷土資料館の開館にあたって

ξ ゴ 豪 ,マ

昭和63年 5月 、先人が残 してくれた貴重なる文化財

の保存 と共に、これを展示 し、観光面にも生か しなが

ら村の活性化を計り、21世紀の展望に立 って文化的生

活向上に寄与すると共に、都内小学校 3年生の社会科

副読本 (村 の生活)の活用にも役立っよう考慮 して開

設 しま した。

室修研

薇 1階は研修室/6台映写によるマルチスライ ドを

常設し、四季にわたる檜原村のうつろいと人々の暮し

を詩情豊かに見ていただけます。

薇 2階は展示室/展示室 Iは産業と観光、展示室Ⅱ

は考古・歴史など実物、資料を展示してあります。

〔利用案内〕

所在地  東京都西多摩郡檜原村3221番地

電 話  事務所   (0425)98-0880
1階休憩所 (0425)98-0903

開館時間

休館 日

入館料

交通機関

4月 ～11月 /午前 9時30分～午後 4時

12月 ～ 3月 /午前10時～午後 4時

火曜日 (祝 日の場合はその翌日)

年末年始 (12月 28日 ～ 1月 3日 )

その他教育委員会が定めた日

無 料

」R五日市線武蔵五 日市駅下車

バス :藤倉行・小岩行で「共励橋」下車
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[教育普及事業紹介]

府中の生活文化の縮図を表現する郷土の森では、敷

地内に水田を造成 し、子どもたちを中心とした米作り

の体験学習を実施 している。本年度はその初年度で、

現在収穫をすべて終了し、できあがった米を用いたも

ちつき大会と七草粥をすませたところである。本稿は

その 1年間の一部を省みたものである。

郷上の森での米作りの目的は、次の 2点に要約でき

る。 1つ は、農業からほとんど遠ざかっている子ども

たちの農業理解のためであり、もう 1つは、郷上の森

における農村の景観復原のためである。前者が博物館

常設展示の農具と関係 し、後者は屋外に移築復原した

茅葺農家に関係 して、それぞれの理解と活用に有益で

あろう。また、近代化以前の農業に少しでも近づけて

いくことが、以上の目的を実現するためにふさわしい

だろう。具体的にいえば、田植えや稲刈りばかりでな

く、春の田起 しや夏の草取りをできるだけやろうとい

うことであり、コンバインではなくノコギリ鎌を、ハー

府中市郷上の森

学芸員 小 野 一 之

こめ っ こクラブ 全 員集合 ノ

ベスタだけでなく千歯扱きもということであり、春に

はレングが秋にはヒガンバナが咲き、かかし・かけぼ

し・いなむらぼっちで、深まる秋の経過を知 らせると

いうことである。さらに、目的を社会化させる背景に、

米作 りの体験学習について

東京都三多摩公立博物館協議会名簿

館 名 代 表 者 開館年月日 一Ｔ 所 在 地 電  話

東 村 山 市 立 郷 土 館 林 嵩 昭40.4. 1 東村山市諏訪 1-2-7 0423-91-5353

八 王 子 市 郷 土 資 料 館 池 田 秀 夫 昭42.4 . 1 八王子市上野町70 0426-22-8939

府 中 市 郷 土 の 森 関根  恒 男 昭43.4 .5 府中市南町 6-32 0423-68-7921

町 田 市 立 博 物 館 田邊 三 郎 助 昭48.11.3 町田市本町田3562 0427-26-1531

青 梅 市 郷 土 博 物 館 玉 川   力 田349.5 . 1 青梅市駒木町 1-684 0428-23-6859

調 布 市 郷 土 博 物 館 下 田 譲二 昭49.11.24 調布市小島町 3-2← 2 0424-81-7656

瑞 穂 町 郷 土 資 料 館 小峰  勤作 昭52.11.3 190-12 西多摩郡瑞穂町石畑1962 0425-57-5614

奥 多 摩 郷 土 資 料 館 古屋 康利 昭53.4 .16 198-03 西多摩郡奥多摩町原5 04288-6-2731

福 生 市 郷 土 資 料 室 原 島 良吉 用ヨ55.4 .2 福生市熊川85∈ 1 0425-53-3111

武 蔵 村 山市 立 歴 史 民 俗 資 料 館 関根  勲 瞬ヨ56.11.3 190-12 武蔵村山市中藤6343 0425-60-6620

五 日市 町 立 五 日市 町 郷 土 館 馬場   清 昭56.11.5 190-01 西多摩郡五日市町五日市92∈ 1 0425-96-4069

羽 村 町 郷 土 博 物 館 羽村 五 三 男 昭60.4.6 190-11 西多摩郡羽村町羽741 0425-58-2561

清 瀬 市 郷 土 博 物 館 小 谷   威 昭60.11.1 204 清瀬市上清戸2-6-41 0424-93-8585

立 川 市 歴 史 民 俗 資 料 館 河村  重 雄 昭60.12.1 立川市富士見町3-34-1 0425-25-0860

檜 原 村 郷 土 資 料 館 吉 野  達 郎 円ヨ63.5 .26 190-02 西多摩郡檜原村3221 0425-98-0880

日 野 市 ふ る さ と 博 物 館 生 野   清 77E.11碇 日野市神明4-1卜 1 0425-83-5100

東京農工大学工学部附属繊維博物館 北村 愛夫 ロヨ19.10 小金井市中町 2-24-16 0423-81-4221

東 京 都 高 尾 自然 科 学 博 物 館 鹿 山  実 昭42.4.1 八王子市高尾町2436 0426-61-0305

東 京 都 武 蔵 野 郷 土 館 鈴木 和夫 昭29. 1 .14 小金井市桜町 3-7-4 0423-81-1336

東 京 都 井 の 頭 自 然 文 化 園 小杉  雄 三 田317.5.17 武蔵野市御殿山1-17-6 0422-46-1100

※「府中市郷土の森」の開設年月日は昭62.4.4であるが、表中には前身である府中市立郷土館の開館年月日を記載する。
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今大きく揺れている日本の農業問題がある。連日のニュー

スを賑わ した農作物輸入自由化をめぐる日米交渉が一

応の決着を見せたのは、昨年のちょうど田植えの季節

であった。「牛肉・ オレンジの次はコメ」との観は鮮

明になった。どのような立場に立つにしても、農業に

対する理解が前提である。

当方での準備はまず、実施前の 1年間、近 くの農家

へ通い見学や手伝いをすることにより始めた。これは

字面で追っていた農作業の知識がいかに空虚であった

かを知るのに充分であったが、ここで得た経験も翌年

のいざ実施という時に全く頼りにならないことも合わ

せて知 った。さて、 5アール (0.5反 )ほ どある郷土

の森の水田は、畦で 3つに区分している。子どもたち

と耕 していくにはやっとであるが、家族 4人の食事に

最低限必要だといわれる水田面積の 3分の 1に過ぎな

い。指導協力を近くの農家の方に依頼 し、月に 2、 3

度は来てもらうが、あとは当方で管理 していく。こう

して 5月 から翌年 3月 まで、月 1、 2回の土曜午後の

集合、米作りのほかに、季節の植物観察を折りまぜる

計画で、小学 4年生から中学生までを募集 した。間も

なく26名が集まりこれを「 こめっこクラブ」と称 した。

メンバー証を携帯すれば、博物館内を自由とし、集合

日以外の水田の見回り、展示資料の学習を保証 した。

年間の当初計画の予定と 1月 までの実施状況は、別

表のとおりである。

稲刈り以後の日程が大きくずれたのは、気候と稲の

成育状況による。農業は予定が立てられないという認

識も学習のひとつであろう。± 0日 にしか予定が組め

ないことも支障であるが、同様の問題を近年の兼業農

家は抱えている。それにしても子どもたちの集合 日は

少なく、実際の作業量は多い。田起 し、草取り、水の

管理の大部分は子どもたちの日に見えないところでや

らざるを得ない。苗は育ったものをもらい受けた。マ

ンノウによる田起 しはできたが、代かきはテーラーの

進出を許 してしまった。千歯扱きで脱穀 していては年

が明けてしまうので機械に頼らざるを得ない。 (も っ

とも、こき棒・千歯 0足踏式回転脱穀機・ ハーベスタ
(

を並べてフル回転させた時は、機械化の過程を一堂に

見るようで壮観であった。)唐臼や揚自の使用は将来

に託 しつつ、籾招りは農家に、精米は米屋さんにお願

いしてしまった。日数と機械の問題が大きな課題であ

る。

そろそろ実りが気になり始めた頃、冷害と長雨によ

る全国的な不作のニュースが伝えられた。稲が無残に

倒れた水田を市内でも多く見かけた。幸か不幸か郷土

の森の稲は初めてにしてはなかなかの実りであった。

これは子どもたちが特にがんばったからではなく、ま

して当方の努力の成果ではない。偶然に近いことを知っ

ている。子どもたちは何を感じたであろう。確かにみ

んな喜んでいた。生き生きとした姿を見ることもでき

た。自分の手で植えた稲が育っていく過程を目のあた

りに見たであろうか。さまざまな作業の地道な苦労が

理解できたであろうか。月に 1、 2度「遊び」に来る

だけでお米がとれる一一 と、もし子どもたちが感 じた

としたら、最初の目的は達せられていない。試行錯誤

は当分続きそうである。

稲 刈 り

集 合 予 定 日 実  施   日 容内

① 5/21(土 )

② 6/25(土 )

③ 7/16(土 )

④ 8/20(土 )

⑤ 9/10(土 )

⑥ 10/8(土 )

① 10/29(上 )

③ l1/26(土 )

⑨ 12/25(日 )

⑩ 1/7(土 )

02/18(土 )

⑫ 3/18(土 )

5/21(土 )

6/25(土 ),%(日 )

7/16(土 )

8/20(土 )

9/10(土 )

10/15(土 ),盤 (土),29(土),∞ (日 )

11/19(土 )

12/3(土 )

12/25(日 )

1//7(」ヒ)

2/18(土)(予定 )

3/18(土)( ″ )

全体の説明、田起 し

田植え

田の草取り

かか し・すずめおどし作り、七草の種まき

稲刈り、掛千 し

脱穀

落ち葉集め、植物観察

もちつき

七草粥、収穫の品評

梅の花の観察

復習と反省
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東京都高尾自然科学

博物館

東京都武蔵野郷土館

東京農工大学工学部

附属繊維博物館

八王子市郷土資料館

羽村町郷土博物館

「東京都の地形」

「東京都の気候・高

尾山の気候」

「高尾山の森林と植

物」

「スズメバチの仲FH5」

企画展「あかり」

ミニ特別展
ひも結び文化展

おりけん 5人展

特別展
コットンの世界

ミニ特別展

郵便によるコット
ンテキスタイル展

テキスタイルデザ

イン展

創作和紙工芸展

特別展

第 3回科学技術展

ミニ特別展

明治期のカーペッ

トデザイン展

組ひも展

特別展

「縫うγ針の周辺

特別展「川 口川流域

の歴史と文化」

企画展「 さまざまな

民具」

企画展「野鳥展」

特別展「 多摩川の自

常 設

常 設

常 設

常 設

11. 1^V12. 4

4.  2ヘン4. 28

5。  11-5. 20

5. 11-5. 15

6.  1～ 9. 30

10. 12～ 10. 29

11.  7～ 11. 26

11. 10^‐ 11. 13

12.  2-2. 12

2. 12-3. 31

7. 5～ 8. 21

10. 16^vll. 27

5。  1-12. 21

4.1～ 年度中

10.15～ 年度 中

郷土に生きた人々のくらしを紹介する。

東京都の地形をわかりやすくするため、従来の平

面を立体地形模型とし、パネルに取りつけ、地形区

分の解説を行なった。

新たに得られた知見をもとに、東京都の気候区分

および、都心と高尾山の気候の差異、高尾山の小気

候についてをまとめてパネルにし、展示更新を行なっ

た。

高尾山に見られる種々の林を、最近の調査資料に

よって林相図にするとともに、高尾山に見られる植

物を解説したパネルを製作、展示更新を行なった。
スズメバチやアシナガバチ類について、巣やハチ

の標本を用いて展示解説する。

行燈、ランプ、ガス燈など約70点を展示し、現代

の私達の生活では使われなくなった燈火具を通して、

「あかり」についての人々のさまざまな工夫や歴史
について展示、紹介した。

篠崎 順氏 (ひ も結び工芸家)の作品約40点 の圧

刀卜 。

サークル「織物研究会」のマネージャー 5人の作

品展。約20点

コットンにかかわる資料 (タ オル、ゆかた、藍染

めなど)を一堂に展示、なかでもコットンに関する

郵便切手 (池 田コレクション)は随一。

コットン郵便切手、ハガキ及びスタンブ等 (池田
コレクション)の展示。

テキスタイルを学習する学生のデザイン習作を展
示。約100点

山下早苗氏 (小平市在住)の和紙を使った工芸作
品。約30点

本学の教授スタッフの最先端の研究成果を一堂に

集め、実物や実験データを展示。本年で 3年 目であ
るが、企業等の評価もよく約7000_t入館。約150点

我が国明治期に導入した後藤毛織 (東京荏原)で
作られたカーペ ット意匠紙、工業的なプロセスL
(美術的価値もある)。 約30点

組ひも機 (製紐機)で作られたいろいろな組ひも
の展示。約50点

今日の一般の家庭では、針を用いることも少なく
なった。そこで、「縫う」という行為から日常生活
にスポットをあて、あらためて裁縫に関する技術や

民俗について考えてみた。関谷常夫氏のミシンコレ

クション、近世の文献、裁縫用具、教科書など展示。
八王子工業高等学校から、市内川口川流域の考古

資料が移管されたのをきっかけとして、中世以前の

川口川流域を対象として開催した。明神社北遺跡出
土品、国分寺瓦、儀海関係資料、大船若経など展示。

今までに寄贈していただいた民具のうち農耕用具
を中心に展示。

昨年度も行った「野鳥展」の26種のはく製を展示

替えして、ブッポウソウ、アオバズク、シマフクロ

ウ等のはく製を展示。

多摩川に生息する魚類のパネル写真や漁榜用具 (
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瑞穂町郷土資料館

武蔵村山市立歴史民
俗資料館

幕末の絵師―

忠生遺跡展 (後期)

日本の滑稽絵～田河

水泡氏寄贈コレク

ションを中心に～

多摩の古代中世
一多摩川流域とそ
の周辺―

チェコガラスの輝き
ボヘミアン 0グ ラス
ー18世紀～20世紀―

[同時展示]中国乾
隆ガラス

町田市制施行30周年
記念展

町 田 の 仏 像

瑞穂町産業祭

瑞穂町文化祭

瑞穂町文化展

常時展示「武蔵村山

その自然・その歴

史・ その民俗」

特別展示「武蔵村山

市の原始・ 古代」

収蔵品展示「昆虫・

押 し花」

作品展示「親子でつ

くった縄文土器」

5。  17-6.
5. 17-6.

6.28～ 8. 7

8. 16^‐ 10. 23

11. 1^-12. 4

8. 13-8. 14

前年度～ 10.31

11. 1′～10. 31

4. 1～ 3. 31

7. 24-9. 25

8. 7～ 9. 11

９

　

９ 田河水泡氏が寄贈された江戸、明治、大正期の滑
稽絵 (戯画、風刺画、漫画等)を紹介。

多摩の古代中世の歴史を多摩川流域の出土品によ
って辿る。奈良時代～室町時代の瓦、陶磁器、鏡、
経筒などを展示。

18世紀から現在にいたるまでのボヘミアン 0グラ
ス (チ ェコスロバキア)を展示。カット、グラヴィ
ール、エナメル、彩、イオン交換着彩など、その技
法は多い。

昭和61年、62年 に調査 した町田市仏像調査の成果
を市制 30周年記念として披露。奈良時代から江戸
時代の約504の仏像を展示。

町内殿ヶ谷地区の山車 (安政 2年入間川村の甲田
近江源高寿製作)展示。高欄を屋根の上に取付けル
点が特徴。屋外展示。             l

瑞穂の祭りというテーマで、各地区の山車、神輿
の大型写真パネル (1体実物)屋内資料館常設会場
に展示。高根地区の神楽面、殿ヶ谷、石畑地区のヒ
ョットコ面他多数展示。
テーマ、むかしのくらし。郷土資料館保管の主と

して民具を中心に常設会場に展示。石自での粉ひき
は常時実演。手廻わ し蓄音器によるレコー ド鑑賞も
随時実施。

武蔵村山市の自然、歴史、民俗についてその概要
を展示 し、来館者のより深い学習の契機となるよう
努めている。

武蔵村山市に存在する遺跡を中心にその出土品等
を展示、公開し、埋蔵文化財保護の重要性の理解と
文化財全般に対する保護意識の高揚に努めた。
館収蔵の自然資料のうち、押し花及び植物写真20

点と昆虫標本35点を展示、公開し、自然保護意識の
高揚に努めた。

体験教室「親子縄文土器づくり」の様子と製作し
た縄文土器22点を展示、公開し、資料館の教育普及
活動の紹介を図った。

※期間の欄の至月のうち 10203は 、それぞれ平成元年の 1月 ・ 2月 ・ 3月 を示す。
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編 集 後 記

昭和から平成ヘーー いろいろな意味で新時
代の東雲といえましょう。

『 ミュージアム多摩』も区切 りの10号 から
新たな編集体制で行うこととなりました。次
号担当の方々、よろしくお願いいた します。
新加入の檜原村郷土資料館と日野市

`、

るさと
博物館のご発展を祈念いた します。 (よ )


